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向きあって、その先へ。

真摯に、しなやかに、力強く、向きあいます。

お客さま一人ひとりと向きあいます。   ご要望とご期待に感動レベルのおもてなしでお応えします。

仲間たちと向きあいます。   学びあい、磨き合い、新たな価値を創造します。

株主の皆さまと向きあいます。   公正透明な経営を基盤に、誠意と成果でお応えします。

パートナーの皆さまと向きあいます。   顧客満足を合言葉に、最良の関係を築きます。

地域、社会、地球と向きあいます。   ありたい未来の実現に向けて貢献します。

将来にわたり、かけがえのない信頼関係を築いていきます。

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、

お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、

高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。

グループスローガン

グループの姿勢

グループビジョン

C ON T E N T S

三越伊勢丹グループ企業理念
トップコミットメント
特集1　安全・安心への取り組み
特集2　日本のもの・こと・ひとづくり
7つの課題への取り組み
 ■ コミュニティへの参画及び発展
 ■ 消費者課題
 ■ 公正な事業慣行
 ■ 労働慣行
 ■ 人権
 ■ 環境
 ■ 組織統治
エンゲージメント
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お客さまとの信頼関係を構築するために

「今までにない感動」をお届けするために

変わる、その先へ。

三越伊勢丹グループの社会貢献活動

　三越伊勢丹グループは、グループビジョンに掲げる
「高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グ
ループ」の実現に向けて、常に新しいライフスタイルを提
案し、お客さまの生活の様々な場面でお役に立つ、新し
い百貨店モデルの構築をめざしています。
　店舗の絶えざる進化に加え、グループ各店・各社で働
くスタイリスト※一人ひとりが、お客さま一人ひとりとしっ
かり向きあうことで、そのご要望をくみ取り、新たな感動
を生むようなサービス、商品、ソリューションのご提案に
努めています。こうした積み重ねによって、「この店、この
商品、この人でなければならない」という「絶対的価値」
を提供することが、お客さまに感動をお届けすることに
つながると考えています。

　このたび、百貨店の強みを生かし、当グループらしい
活動でお役に立つために、社会貢献活動の基本原則を
設定しました。「文化・芸術」、「被災地支援」、「地域の
人々と暮らしの応援」の3つの重点領域を中心として、グ
ループ企業理念とＣＳＲ方針をより具体的な「活動」とし
て実現していきたいと考えています。

　2014年の年頭には、「変わる、その先へ。」と題した
メッセージを発信しました。これは、過去にとらわれず、常
に新しい発想で、自ら学び、考え、成功する可能性が少し
でもあるならば、勇気をもって挑戦していくことを表明す
るものです。三越伊勢丹グループは、社会に果たす役割
を考え変化していく社会の課題と正面から向きあい、
日々、新たな豊かさを生み出す事業活動を通じて社会貢
献活動に取り組んでいくことで、これからも社会のお役
に立つ企業であるよう努力してまいります。

※スタイリスト：三越伊勢丹グループでは、顧客接点をもつすべての従業員に
「スタイリスト」の呼称を使用

三越伊勢丹グループ企業理念 トップコミットメント

「今までにない感動」をお届けするために。
変化し続ける社会の課題に正面から向きあいます。

代表取締役社長執行役員 大西　洋

　こうした取り組みにもかかわらず、2013年11月に
は、当グループ百貨店において、レストランメニューの不
適切表示問題を起こしてしまいました。お客さまをはじめ
とするステークホルダーの皆さまの信頼を損なう事態で
あり、ご迷惑とご心配をおかけしましたことを、改めて、
心よりお詫び申し上げます。
　本件につきましては、原因調査に基づいて、二度と再
発しないよう対策を講じています。この問題を教訓として
リスクマネジメントおよびコンプライアンス体制を強化す

るため、当グループでは2014年4月に組織改正を実施し
ました。リスクマネジメントやコンプライアンスは、「絶対
的価値」を提供するための土台です。新体制のもと、この
土台をより強固なものにしていきたいと考えています。
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Voice

レストランメニューの不適切表示の件が判明して以
来、グループ全従業員の危機感が高まりました。お
客さまの期待や信頼にお応えするためには、自ら主
体性をもって取り組むことが重要だと改めて痛感
しました。お取組先とともに、誤表示を防止する仕
組みを構築していくことが、担当としての役割だと
感じています。

（株）三越伊勢丹ホールディングス
営業本部　店舗政策部
営業コンプライアンス担当
コンプライアンス
宮本 昌哉さん

　三越伊勢丹グループの百貨店（26店舗）および関連会社のすべてのレストランにおいて、メニュー表記と使用食材の
調査を実施した結果、「芝海老」と表示している海老に「バナメイエビ」、「宮崎県産」と表示している豚に「岩手県産」を使
用しているなど、「レストランメニュー」表記と異なった食材の使用が判明しました。

安全・安心への取り組み

事態の概要

　百貨店協会では消費者庁に対し、「業界全体で、表
示適正化へ向けた社内教育を行う」ことを報告してい
ます。（株）三越伊勢丹ホールディングスも、2013年
11月6日に消費者庁へ提出した改善報告書のなか
で、社員教育の再徹底を明記しています。
　具体的には、これまで各店舗の責任者を中心に実施
していたコンプライアンス研修の対象を、2014年より
基幹店および地域事業店舗の管理者や実務者を含
め、すべてのバイヤーに拡大しました。あわせて内容も
見直し、実際に三越伊勢丹グループ内で発生した不
適切表示の事例を共有するとともに、事例ごとの再発
防止に向けた対応を学んでいます。

原因
①三越伊勢丹グループでは、これまでレスト

ラン部門担当者と、レストラン運営会社に
属する当該レストラン店長との間で、サービ
スおよび施設・備品・清掃などの衛生にか
かわる点検を定期的に行ってきましたが、メ
ニュー表記については、原材料にまで踏み
込んだ確認が十分ではありませんでした。

②関連する法令についての、自社およびレス
トラン運営会社の従業員に対する教育・周
知徹底が十分になされていませんでした。

再発防止策
　再発防止策として以下の３項目を実施しています。
①レストラン部門担当者とレストラン店長との定期的なミーティン

グにおいて、「レストランメニュー」表記の内容を確認。また、レス
トラン部門担当者とレストラン運営会社の調理・仕入部門担当
者との間で、新たに定期的なミーティングを開催し、「レストラン
メニュー」表記の厳密な点検を行う。

②新規メニューの導入やメニュー表記の変更を行う場合は、レスト
ラン部門・品質管理部門各担当者、レストラン店長および調理部
門担当者が連携し、メニュー表記の内容と使用原材料の確認を
行う。

③食品衛生法、JAS法、景品表示法など関連する法令について、
従業員を対象に、週・月次単位で周知徹底する体制をつくる。

原因と再発防止策

2013年11月、三越伊勢丹グループの百貨店、関連会社において、「レストランメニュー」表記と異
なった食材を使用しお客さまに提供していた事実が判明しました。この事態を厳粛に受け止め、お
取組先（取引先）とともに再発防止のための管理体制を構築しています。

三越伊勢丹グループでは、全店舗に共通する品質基準やルールなどを策定し、徹底に努めるととも
に、一人ひとりが常に“安全・安心”を意識する風土づくりを進めています。また、そのもとで各店舗
の自主的な取り組みも進めることで、お客さまの信頼にお応えしています。

　今回の事態を踏まえ、リスクマネジメントを
より強化するため、2014年4月、経営陣直下
に「リスクマネジメント室」を設置し、専任役員
を配置しました。同室はリスクに対し、全社を
横断して統制する機能を発揮するものとし、リ
スクを想定した防止策やマネジメントの手法
について、実践の定着と精度向上を図ってい
きます。

新しい組織の考え方

Commitment
表示の適正化に向けた教育の徹底
グループ

（株）三越伊勢丹ホールディングス
常務執行役員
リスクマネジメント室長
瀧野 良夫

信頼に応えるための取り組み

特集1

最大のステークホルダーである「お客さまの信頼」を得るためには、法
令を順守するだけにとどまらない取り組みが求められます。グループ
の全従業員がコンプライアンスやリスクマネジメントについて正しい
知識を共有し、その知識に基づいて実践し、高いレベルを継続的に維
持していくことが重要です。全従業員が当事者意識をもって取り組む
義務があることを認識させ、指導・教育を徹底していきます。

リスクマネジメント体制

代表取締役

経営戦略会議

監査役（会）

リスク管理部門

コンプライアンス・リスクマネジメント委員会
（委員長：社長　副委員長：常務）
リスク対策部会 公正取引推進部会

営業本部店舗政策部
営業コンプライアンス担当

業務本部総務部
総務法務担当

各リスク所管部署

事業部門 国内各店舗 各商品グループ統括部

各事業部

国内関係会社

海外各店舗 HDS各本部

プロジェクト〈BCP、サイバーリスク対策〉

全社的な
リスクマネジメント
体制の構築と運営

日常的な
リスク対応と

個別的な
リスクマネジメント

リスクマネジメント室
リスクマネジメント担当

内部監査担当

取締役会
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Voice

レストランメニューの不適切表示の件が判明して以
来、グループ全従業員の危機感が高まりました。お
客さまの期待や信頼にお応えするためには、自ら主
体性をもって取り組むことが重要だと改めて痛感
しました。お取組先とともに、誤表示を防止する仕
組みを構築していくことが、担当としての役割だと
感じています。

（株）三越伊勢丹ホールディングス
営業本部　店舗政策部
営業コンプライアンス担当
コンプライアンス
宮本 昌哉さん

　三越伊勢丹グループの百貨店（26店舗）および関連会社のすべてのレストランにおいて、メニュー表記と使用食材の
調査を実施した結果、「芝海老」と表示している海老に「バナメイエビ」、「宮崎県産」と表示している豚に「岩手県産」を使
用しているなど、「レストランメニュー」表記と異なった食材の使用が判明しました。

安全・安心への取り組み

事態の概要

　百貨店協会では消費者庁に対し、「業界全体で、表
示適正化へ向けた社内教育を行う」ことを報告してい
ます。（株）三越伊勢丹ホールディングスも、2013年
11月6日に消費者庁へ提出した改善報告書のなか
で、社員教育の再徹底を明記しています。
　具体的には、これまで各店舗の責任者を中心に実施
していたコンプライアンス研修の対象を、2014年より
基幹店および地域事業店舗の管理者や実務者を含
め、すべてのバイヤーに拡大しました。あわせて内容も
見直し、実際に三越伊勢丹グループ内で発生した不
適切表示の事例を共有するとともに、事例ごとの再発
防止に向けた対応を学んでいます。

原因
①三越伊勢丹グループでは、これまでレスト

ラン部門担当者と、レストラン運営会社に
属する当該レストラン店長との間で、サービ
スおよび施設・備品・清掃などの衛生にか
かわる点検を定期的に行ってきましたが、メ
ニュー表記については、原材料にまで踏み
込んだ確認が十分ではありませんでした。

②関連する法令についての、自社およびレス
トラン運営会社の従業員に対する教育・周
知徹底が十分になされていませんでした。

再発防止策
　再発防止策として以下の３項目を実施しています。
①レストラン部門担当者とレストラン店長との定期的なミーティン

グにおいて、「レストランメニュー」表記の内容を確認。また、レス
トラン部門担当者とレストラン運営会社の調理・仕入部門担当
者との間で、新たに定期的なミーティングを開催し、「レストラン
メニュー」表記の厳密な点検を行う。

②新規メニューの導入やメニュー表記の変更を行う場合は、レスト
ラン部門・品質管理部門各担当者、レストラン店長および調理部
門担当者が連携し、メニュー表記の内容と使用原材料の確認を
行う。

③食品衛生法、JAS法、景品表示法など関連する法令について、
従業員を対象に、週・月次単位で周知徹底する体制をつくる。

原因と再発防止策

2013年11月、三越伊勢丹グループの百貨店、関連会社において、「レストランメニュー」表記と異
なった食材を使用しお客さまに提供していた事実が判明しました。この事態を厳粛に受け止め、お
取組先（取引先）とともに再発防止のための管理体制を構築しています。

三越伊勢丹グループでは、全店舗に共通する品質基準やルールなどを策定し、徹底に努めるととも
に、一人ひとりが常に“安全・安心”を意識する風土づくりを進めています。また、そのもとで各店舗
の自主的な取り組みも進めることで、お客さまの信頼にお応えしています。

　今回の事態を踏まえ、リスクマネジメントを
より強化するため、2014年4月、経営陣直下
に「リスクマネジメント室」を設置し、専任役員
を配置しました。同室はリスクに対し、全社を
横断して統制する機能を発揮するものとし、リ
スクを想定した防止策やマネジメントの手法
について、実践の定着と精度向上を図ってい
きます。

新しい組織の考え方

Commitment
表示の適正化に向けた教育の徹底
グループ

（株）三越伊勢丹ホールディングス
常務執行役員
リスクマネジメント室長
瀧野 良夫

信頼に応えるための取り組み

特集1

最大のステークホルダーである「お客さまの信頼」を得るためには、法
令を順守するだけにとどまらない取り組みが求められます。グループ
の全従業員がコンプライアンスやリスクマネジメントについて正しい
知識を共有し、その知識に基づいて実践し、高いレベルを継続的に維
持していくことが重要です。全従業員が当事者意識をもって取り組む
義務があることを認識させ、指導・教育を徹底していきます。

リスクマネジメント体制

代表取締役

経営戦略会議

監査役（会）

リスク管理部門

コンプライアンス・リスクマネジメント委員会
（委員長：社長　副委員長：常務）
リスク対策部会 公正取引推進部会

営業本部店舗政策部
営業コンプライアンス担当

業務本部総務部
総務法務担当

各リスク所管部署

事業部門 国内各店舗 各商品グループ統括部

各事業部

国内関係会社

海外各店舗 HDS各本部

プロジェクト〈BCP、サイバーリスク対策〉

全社的な
リスクマネジメント
体制の構築と運営

日常的な
リスク対応と

個別的な
リスクマネジメント

リスクマネジメント室
リスクマネジメント担当

内部監査担当

取締役会
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Voice

レストランメニューの不適切表示の件が判明して以
来、グループ全従業員の危機感が高まりました。お
客さまの期待や信頼にお応えするためには、自ら主
体性をもって取り組むことが重要だと改めて痛感
しました。お取組先とともに、誤表示を防止する仕
組みを構築していくことが、担当としての役割だと
感じています。

（株）三越伊勢丹ホールディングス
営業本部　店舗政策部
営業コンプライアンス担当
コンプライアンス
宮本 昌哉さん

　三越伊勢丹グループの百貨店（26店舗）および関連会社のすべてのレストランにおいて、メニュー表記と使用食材の
調査を実施した結果、「芝海老」と表示している海老に「バナメイエビ」、「宮崎県産」と表示している豚に「岩手県産」を使
用しているなど、「レストランメニュー」表記と異なった食材の使用が判明しました。

安全・安心への取り組み

事態の概要

　百貨店協会では消費者庁に対し、「業界全体で、表
示適正化へ向けた社内教育を行う」ことを報告してい
ます。（株）三越伊勢丹ホールディングスも、2013年
11月6日に消費者庁へ提出した改善報告書のなか
で、社員教育の再徹底を明記しています。
　具体的には、これまで各店舗の責任者を中心に実施
していたコンプライアンス研修の対象を、2014年より
基幹店および地域事業店舗の管理者や実務者を含
め、すべてのバイヤーに拡大しました。あわせて内容も
見直し、実際に三越伊勢丹グループ内で発生した不
適切表示の事例を共有するとともに、事例ごとの再発
防止に向けた対応を学んでいます。

原因
①三越伊勢丹グループでは、これまでレスト

ラン部門担当者と、レストラン運営会社に
属する当該レストラン店長との間で、サービ
スおよび施設・備品・清掃などの衛生にか
かわる点検を定期的に行ってきましたが、メ
ニュー表記については、原材料にまで踏み
込んだ確認が十分ではありませんでした。

②関連する法令についての、自社およびレス
トラン運営会社の従業員に対する教育・周
知徹底が十分になされていませんでした。

再発防止策
　再発防止策として以下の３項目を実施しています。
①レストラン部門担当者とレストラン店長との定期的なミーティン

グにおいて、「レストランメニュー」表記の内容を確認。また、レス
トラン部門担当者とレストラン運営会社の調理・仕入部門担当
者との間で、新たに定期的なミーティングを開催し、「レストラン
メニュー」表記の厳密な点検を行う。

②新規メニューの導入やメニュー表記の変更を行う場合は、レスト
ラン部門・品質管理部門各担当者、レストラン店長および調理部
門担当者が連携し、メニュー表記の内容と使用原材料の確認を
行う。

③食品衛生法、JAS法、景品表示法など関連する法令について、
従業員を対象に、週・月次単位で周知徹底する体制をつくる。

原因と再発防止策

2013年11月、三越伊勢丹グループの百貨店、関連会社において、「レストランメニュー」表記と異
なった食材を使用しお客さまに提供していた事実が判明しました。この事態を厳粛に受け止め、お
取組先（取引先）とともに再発防止のための管理体制を構築しています。

三越伊勢丹グループでは、全店舗に共通する品質基準やルールなどを策定し、徹底に努めるととも
に、一人ひとりが常に“安全・安心”を意識する風土づくりを進めています。また、そのもとで各店舗
の自主的な取り組みも進めることで、お客さまの信頼にお応えしています。

　今回の事態を踏まえ、リスクマネジメントを
より強化するため、2014年4月、経営陣直下
に「リスクマネジメント室」を設置し、専任役員
を配置しました。同室はリスクに対し、全社を
横断して統制する機能を発揮するものとし、リ
スクを想定した防止策やマネジメントの手法
について、実践の定着と精度向上を図ってい
きます。

新しい組織の考え方

Commitment
表示の適正化に向けた教育の徹底
グループ

（株）三越伊勢丹ホールディングス
常務執行役員
リスクマネジメント室長
瀧野 良夫

信頼に応えるための取り組み

特集1

最大のステークホルダーである「お客さまの信頼」を得るためには、法
令を順守するだけにとどまらない取り組みが求められます。グループ
の全従業員がコンプライアンスやリスクマネジメントについて正しい
知識を共有し、その知識に基づいて実践し、高いレベルを継続的に維
持していくことが重要です。全従業員が当事者意識をもって取り組む
義務があることを認識させ、指導・教育を徹底していきます。

リスクマネジメント体制

代表取締役

経営戦略会議

監査役（会）

リスク管理部門

コンプライアンス・リスクマネジメント委員会
（委員長：社長　副委員長：常務）
リスク対策部会 公正取引推進部会

営業本部店舗政策部
営業コンプライアンス担当

業務本部総務部
総務法務担当

各リスク所管部署

事業部門 国内各店舗 各商品グループ統括部

各事業部

国内関係会社

海外各店舗 HDS各本部

プロジェクト〈BCP、サイバーリスク対策〉

全社的な
リスクマネジメント
体制の構築と運営

日常的な
リスク対応と

個別的な
リスクマネジメント

リスクマネジメント室
リスクマネジメント担当

内部監査担当

取締役会
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　日本には、国内だけでなく、広く海外でも認知されている伝統・文化が数多く存在
します。現在も、「職人」と呼ばれる素晴らしい作り手が活躍しているものの、そうした
方々の技術を生かす繊維業・染色業などの「産業」や、それら産業の主たる担い手で
ある「地方」の疲弊が進行しています。
　当グループは、本業を通じたCSR活動の一環として、「日本を元気にしていく」とい
う志のもと、作り手（産地）と使い手（お客さま）をつなげる役割を担っていきたいと考
えています。ただ、紹介するだけでなく、当グループのフィルターを通して、ファッション
に置き換えた新しい価値の創造を行い、生まれ変わったモノコトとしての展開により、
新しい日本の発見につなげていきたいと考えています。

「文化を醸成する」という百貨店の存在意義

「NIPPONISTA」外観

“ＮＩＰＰＯＮＩＳＴＡ”をニューヨークに出店
事例

日本のもの・こと・ひとづくり
当グループでは、2011年度から、「JAPAN SENSES」として、日本が世界に誇れる繊維・染色など
の技術とファッションの融合による、新たな価値創出を推進しています。培ってきた商品開発力と店
舗ネットワークを活用し、伝統文化の発掘や技術伝承、情報発信などに取り組んでいます。

特集2

　当グループでは、お取組先（取引先）と協力して独自
商品を開発するケースが増えています。こうした際、お
客さまに責任をもって“安全・安心”な商品を提案でき
るよう、三越伊勢丹ホールディングスの品質管理担当
者が、バイヤーとお取組先とのミーティングにも参加
し、三位一体で取り組んでいます。
　2013年度からは、「ものづくり」を品質面からサ
ポートしていく業務フローの確立に取り組み、2014年
度から本格的な展開を開始しました。この業務フロー
の核となるのが「商品カルテ」です。これは、品質管理
担当者が試験データや仕様などを確認のうえ、グルー
プ独自の基準に則して素材・縫製などの適否を判断す
るとともに、法律に準じた
適正な表示を指示したも
のです。これを使ってお取
組先が納入前に修正や改
善を加えることで、事故防
止につなげています。

「商品カルテ」による独自商品の品質確保
グループ

Voice

会社としても前例のない大きなプロジェクトに参加
できたことは、本当にありがたく思っています。担当
はリビング商品ですが、食品担当者との領域を越
えた取り組みも貴重な経験でした。ニューヨークの
お客さまは、日本のものづくりの上質さや独創性に
関心が強く、今回作り手である職人の方々との橋
渡しができたことは、大きな意義があったと考えて
います。

　三越日本橋本店では、食の“安全・安心”への取り組
みを強化するため、2013年12月より毎朝「料理長
ミーティング」を実施しています。
　これは、1日のスタートに、各レストランの料理長と
三越伊勢丹のセールスマネージャー、アシスタントセー
ルスマネージャーが集合し、その日に入荷する食材の
安全確認や、お客さまの声などの情報共有化を図るも
のです。実際に調理を担う料理長とのコミュニケー
ションを深めることで、厨
房の状況をより細かく把
握・確認できるとともに、
調理する側の声とお客さ
まの声を双方向に伝える
場として役立っています。

料理長ミーティング
三越日本橋本店

お取組先、バイヤー、品質管理担当
者による品質チェック

毎朝のレストラン料理長と社員の
ミーティング

（株）三越伊勢丹
リビング統括部 リビング商品部
和食器アシスタントバイヤー
吉田 裕美さん

　三越伊勢丹グループは、日本のものづくりの魅力を
発信する「JAPAN SENSES」の一環として、2014年２
月のニューヨーク・ファッションウィークに合わせて、最
先端のファッションが集うソーホー地区にポップアップ
ストア「NIPPONISTA」を出店しました。
　このストアは、ブランドや商品の選定から出店交渉、
店頭での接客販売まで、若々しい感性とクリエーション
をもった女性社員８人が運営。彼女たちがセレクトした
日本のファッション、アート、食品、リビング、雑貨など約
50コンテンツを紹介しました。
　このプロジェクトは、経済産業省による「平成25年度
クール・ジャパン戦略推進事業」に採択されています。
同事業は、まだビジネスモデルとして成熟していない、
日本の良いもの、良い人を世界に紹介し、グローバル

マーケットへの進出をサポートすることを目的とするも
のです。国の強力な支援を受けてこのプロジェクトは８
日間の出店で1,600人を動員するなど、大きな反響を
呼びました。
　これを受 けて 、2 0 1 5 年２月に 同 地 で 第 2 回
NIPPONISTAの開催を予定するとともに、欧米の他都
市でも展開していく計画です。

Voice

婦人・子供統括部の2014年度のコンプライアンス
最重点テーマとして、商品事故防止に向けて、商品
の単品管理を現状の70％から100％まで引き上げ
ることを目標に取り組んでいます。しっかりした商
品台帳をつくり、今まで以上に商品の状況を把握
し、管理精度を高めていきます。今後も一人ひとり
が自発的に、お客さまの“安全・安心”のために前向
きに取り組み続けていきます。

（株）三越伊勢丹　
婦人・子供統括部
コンプライアンス担当
竹下 誠さん

　当グループでは、2014年度から、各商品グループ
統括部にコンプライアンス担当を設置し、商品特性に
応じた、きめ細かな取り組みを進めています。
例えば、婦人・子供統括部では「コンプライアンス委員
会」を設置。統括部長を委員長として、各商品部から選
出されたコンプライアンス委員が毎週ミーティングを
実施しています。
　委員会では、「コンプライアンスの重要性」「感動の
土台づくり」「働く環境」の各テーマについて、それぞれ
重点取り組みを設定し、数値目標を明確化していま
す。コンプライアンス委員は、重点取り組みの進捗を
確認するとともに、事件・事故事例の情報共有や、再発
防止策の発案、他部門と連携した品質管理講習会の
開催などに取り組んでいます。

商品グループごとに
コンプライアンス担当を設置

グループ

信頼に応えるための取り組み
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　日本には、国内だけでなく、広く海外でも認知されている伝統・文化が数多く存在
します。現在も、「職人」と呼ばれる素晴らしい作り手が活躍しているものの、そうした
方々の技術を生かす繊維業・染色業などの「産業」や、それら産業の主たる担い手で
ある「地方」の疲弊が進行しています。
　当グループは、本業を通じたCSR活動の一環として、「日本を元気にしていく」とい
う志のもと、作り手（産地）と使い手（お客さま）をつなげる役割を担っていきたいと考
えています。ただ、紹介するだけでなく、当グループのフィルターを通して、ファッション
に置き換えた新しい価値の創造を行い、生まれ変わったモノコトとしての展開により、
新しい日本の発見につなげていきたいと考えています。

「文化を醸成する」という百貨店の存在意義

「NIPPONISTA」外観

“ＮＩＰＰＯＮＩＳＴＡ”をニューヨークに出店
事例

日本のもの・こと・ひとづくり
当グループでは、2011年度から、「JAPAN SENSES」として、日本が世界に誇れる繊維・染色など
の技術とファッションの融合による、新たな価値創出を推進しています。培ってきた商品開発力と店
舗ネットワークを活用し、伝統文化の発掘や技術伝承、情報発信などに取り組んでいます。

特集2

　当グループでは、お取組先（取引先）と協力して独自
商品を開発するケースが増えています。こうした際、お
客さまに責任をもって“安全・安心”な商品を提案でき
るよう、三越伊勢丹ホールディングスの品質管理担当
者が、バイヤーとお取組先とのミーティングにも参加
し、三位一体で取り組んでいます。
　2013年度からは、「ものづくり」を品質面からサ
ポートしていく業務フローの確立に取り組み、2014年
度から本格的な展開を開始しました。この業務フロー
の核となるのが「商品カルテ」です。これは、品質管理
担当者が試験データや仕様などを確認のうえ、グルー
プ独自の基準に則して素材・縫製などの適否を判断す
るとともに、法律に準じた
適正な表示を指示したも
のです。これを使ってお取
組先が納入前に修正や改
善を加えることで、事故防
止につなげています。

「商品カルテ」による独自商品の品質確保
グループ

Voice

会社としても前例のない大きなプロジェクトに参加
できたことは、本当にありがたく思っています。担当
はリビング商品ですが、食品担当者との領域を越
えた取り組みも貴重な経験でした。ニューヨークの
お客さまは、日本のものづくりの上質さや独創性に
関心が強く、今回作り手である職人の方々との橋
渡しができたことは、大きな意義があったと考えて
います。

　三越日本橋本店では、食の“安全・安心”への取り組
みを強化するため、2013年12月より毎朝「料理長
ミーティング」を実施しています。
　これは、1日のスタートに、各レストランの料理長と
三越伊勢丹のセールスマネージャー、アシスタントセー
ルスマネージャーが集合し、その日に入荷する食材の
安全確認や、お客さまの声などの情報共有化を図るも
のです。実際に調理を担う料理長とのコミュニケー
ションを深めることで、厨
房の状況をより細かく把
握・確認できるとともに、
調理する側の声とお客さ
まの声を双方向に伝える
場として役立っています。

料理長ミーティング
三越日本橋本店

お取組先、バイヤー、品質管理担当
者による品質チェック

毎朝のレストラン料理長と社員の
ミーティング

（株）三越伊勢丹
リビング統括部 リビング商品部
和食器アシスタントバイヤー
吉田 裕美さん

　三越伊勢丹グループは、日本のものづくりの魅力を
発信する「JAPAN SENSES」の一環として、2014年２
月のニューヨーク・ファッションウィークに合わせて、最
先端のファッションが集うソーホー地区にポップアップ
ストア「NIPPONISTA」を出店しました。
　このストアは、ブランドや商品の選定から出店交渉、
店頭での接客販売まで、若々しい感性とクリエーション
をもった女性社員８人が運営。彼女たちがセレクトした
日本のファッション、アート、食品、リビング、雑貨など約
50コンテンツを紹介しました。
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「瓦礫を活かす森の長城プロジェクト」への参画

アートの力で被災地を支援する
「KISS THE HEART」を継続コミュニティへの参画及び発展

　三越伊勢丹グループは、企業理念とCSR方針を、より具体的に「活動」として実施するとき、何を目的に活動するのか、
様々な課題のなかで重点的に取り組む領域は何にするのか、どのように取り組んでいくのか、を示す内容を、社会貢献活
動の基本原則としてまとめました。

2013年CSRレポートから、社会的責任に関する国際規格「ISO26000」の中核主題に従って、
三越伊勢丹グループのCSR活動の取り組み内容を開示しています。
本業と結び付くイメージの活動を重視し、ステークホルダーの皆さまにわかりやすい活動に取り組んでいきます。

7つの課題への取り組み

社会貢献活動基本原則 　当グループは、優秀なスタイリスト（販売員）を認定・
表彰する「エバーグリーン制度」を展開しています。その
取り組みを、社会貢献活動の重点領域である被災地支
援につなげるため、東日本大震災における被災地沿岸
に、常緑広葉樹を植えて「いのちを守る森の防潮堤」を
築く、公益財団法人「瓦礫を活かす森の長城プロジェク
ト」の活動に参加しています。

　2013年11月に、活動の第1弾として53人のエバー
グリーンが仙台市青葉神社でのどんぐり拾いに参加。
2014年6月にはエバーグリーン57人をはじめ、仙台三
越の従業員など総勢87人が、宮城県岩沼市で植樹活
動を行いました。今後も毎年2回の活動を通じて、いの
ちを守る森を育んでいきます。

　2014年3月、全国の百貨店で「三越伊勢丹エバーグ
リーンプロジェクト 東日本復興支援チャリティ“どんぐり
バッヂ”チャリティキャンペーン」を開催しました。どんぐ
りバッヂは、宮城県南三陸町で津波により被害を受け
た木々を使用したオリジナルのバッヂで、被災地の方々
の手によって加工されています。販売した利益分を寄付
しており、2013年度のチャリティ金はグループ店舗計
で、6,959,360円となりました。

　「KISS THE HEART」は、アートの力で東日本大震災
の復興支援を行う活動として、2012年8月にスタート
しました。この活動は、アート作品のチャリティ・オーク
ションにより被災地を継続的に支援すると同時に、若手
アーティストに作品発表の場を提供しています。
　2014年1月から2月にかけて、「KISS THE HEART#3
東日本復興支援アート＆チャリティプログラム」を、伊勢
丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店の3店舗で
開催しました。3月には三越銀座店で展示作品のオーク
ションを開催。落札額から消費税分を除いた全額
2,942,866円を、アート
を通じて被災地の子ども
たちとその家族を支援す
る「こども芸術の家プロ
ジェクト」に寄付しました。

■ いのちを守る森の防潮堤づくり

■ 「どんぐり バッヂ」チャリティキャンペーン

キッズ・アート・キャンプ山形2013

被災地支援

Voice

「こども芸術の家プロジェクト」は、被災地の子どもたちが
芸術する心を育み、次代を担う大人になっていくことを願
い、姉妹校である東北芸術工科大学と京都造形芸術大
学が共同で立ち上げたプロジェクトです。いただいた寄
付金は、美術・図工の体験学習などの教材費に役立てて
います。「KISS THE HEART」は、オークションというシス
テムを介して、アーティストの作品が被災した子どもたち
の創作に役立てられるという意義あるプロジェクトです。
また、若手アーティストの発掘・発表の場でもあり、双方向
の支援になっているところが、CSR事業として素晴らしい
と思います。こうした取り組みが、新しいパトロネージの
スタイルとして広がっていくことを期待しています。

青葉神社でのどんぐり拾い 参加したメンバー

キャンペーン会場の様子 どんぐりバッヂ

東北芸術工科大学大学院准教授
デザイン工学専攻長
主任学芸員
宮本 武典さん

三越伊勢丹グループ企業理念 ＜グループビジョン＞

「常に上質であたらしいライフスタイルを創造し、
お客さまの生活の中のさまざまなシーンでお役に立つことを通じて、

お客さま一人ひとりにとっての生涯にわたるマイデパートメントストアとなり、
高収益で成長し続ける世界随一の小売サービス業グループ」となる。

三越伊勢丹グループ企業理念に基づき、社会の様々な課題に向きあい、
企業活動を通じてその解決に貢献することで、

かかわりのあるすべての人々のその先（未来）が豊かになる活動。

三越伊勢丹グループCSR方針 ＜定義＞

三越伊勢丹グループ 社会貢献活動基本原則

三越伊勢丹グループは、企業理念に基づき、地域社会の要請や期待に応え、
お客さまをはじめとするステークホルダーとの信頼を築き、
夢や希望にあふれた明るい未来づくりに貢献し続けます。

１．重点領域

２．活動において大切にすること
①お客さまや地域社会とのコミュニケーションやパートナーシップを大切にします。
②３～５年を原則として、継続的に活動を行います。
③自社の経営資源や事業特性を生かします。
④従業員の自発的参加を支援します。
⑤ステークホルダーの皆さまとともに、活動の輪を広げていきます。
⑥NPO/NGOとの協働で、相互の特性を生かしたよりよい活動を行います。

「文化・芸術」「被災地支援」「地域の人々と暮らしの応援」を中心に活動していきます。
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「瓦礫を活かす森の長城プロジェクト」への参画

アートの力で被災地を支援する
「KISS THE HEART」を継続コミュニティへの参画及び発展

　三越伊勢丹グループは、企業理念とCSR方針を、より具体的に「活動」として実施するとき、何を目的に活動するのか、
様々な課題のなかで重点的に取り組む領域は何にするのか、どのように取り組んでいくのか、を示す内容を、社会貢献活
動の基本原則としてまとめました。

2013年CSRレポートから、社会的責任に関する国際規格「ISO26000」の中核主題に従って、
三越伊勢丹グループのCSR活動の取り組み内容を開示しています。
本業と結び付くイメージの活動を重視し、ステークホルダーの皆さまにわかりやすい活動に取り組んでいきます。

7つの課題への取り組み

社会貢献活動基本原則 　当グループは、優秀なスタイリスト（販売員）を認定・
表彰する「エバーグリーン制度」を展開しています。その
取り組みを、社会貢献活動の重点領域である被災地支
援につなげるため、東日本大震災における被災地沿岸
に、常緑広葉樹を植えて「いのちを守る森の防潮堤」を
築く、公益財団法人「瓦礫を活かす森の長城プロジェク
ト」の活動に参加しています。
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グリーンが仙台市青葉神社でのどんぐり拾いに参加。
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越の従業員など総勢87人が、宮城県岩沼市で植樹活
動を行いました。今後も毎年2回の活動を通じて、いの
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で、6,959,360円となりました。
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の復興支援を行う活動として、2012年8月にスタート
しました。この活動は、アート作品のチャリティ・オーク
ションにより被災地を継続的に支援すると同時に、若手
アーティストに作品発表の場を提供しています。
　2014年1月から2月にかけて、「KISS THE HEART#3
東日本復興支援アート＆チャリティプログラム」を、伊勢
丹新宿本店、三越日本橋本店、三越銀座店の3店舗で
開催しました。3月には三越銀座店で展示作品のオーク
ションを開催。落札額から消費税分を除いた全額
2,942,866円を、アート
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お客さまをはじめとするステークホルダーとの信頼を築き、
夢や希望にあふれた明るい未来づくりに貢献し続けます。

１．重点領域

２．活動において大切にすること
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　三越銀座店では、2014年4月9日から22日まで、
「はたらく+たのしむ」をテーマに、「Ginza Working+
（ギンザ ワーキングプラス）」を開催しました。
　この取り組みは、「オフィスワーカー」を応援するため
に実施しているもので、11回目を迎えた今回は、「働く＆
育む」をクローズアップし、三越銀座店とNPO法人【仕
事と子育て】カウンセリングセンター、銀座通連合会4
丁目支部会が共催し、その他企業や団体のご協力のも
とに開催しました。
　期間中は、三越銀座店９階「銀座テラス／テラスコー
ト」をメイン会場に、各階お買場（売場）や、銀座の街を

“学びの場”として活用し、
トークショー、セミナー、など
計42のイベントを開催し、
多くの方々にご参加いただ
きました。

　三越多摩センター店で
は、入店するショッピング
モール「ココリア多摩セン
ター」と連携して、近隣小
学校の児童を対象にした
夏休み仕事体験イベント

「ココリア多摩センターで
働いてみよう」を実施しま
した。
　2013年8月17日と
18日の両日で、のべ30
人のお子さまたちが参加
し、ケーキショップやフラ
ワーショップなどで就業
体験に取り組みました。

　当グループは、お客さまのライフスタイルをより豊か
なものにするため、世界中の価値ある文化や芸術をご
紹介しています。
　特に、世界的にも注目される、日本の伝統的な文化・芸
術を守り、後世に受け継いでいくことは、歴史ある百貨
店としての社会的使命であると同時に、自らのアイデン
ティティーを守ることでもあります。こうした認識のもと、
国内各地で様々な文化・芸術活動を支援しています。

　公益財団法人日本美術院は、1898年に岡倉天心
が中心となって設立した美術研究団体です。三越日本
橋本店で、1945年から同院が「日本美術院小品展」を
開催しており、「春の院展」と改称され、現在に至ってい
ます。

　日本の伝統工芸を保護育成するため、1950年に文
化財保護法が施行されました。その趣旨に沿って、
1954年から、三越日本橋本店で、継続的に開催してい
ます。

　史料室では、長く受け継がれてきた、多岐にわたる歴
史的史料を保管しており、学術的にも高く評価されてい
ます。社内外からの様々な問い合わせにも対応し、広く
活用しています。

7つの課題への取り組み

文化・芸術支援

　2013年6月22日・23日の2日間、伊勢丹松戸店と聖
徳大学の主催、松戸市役所の後援による、お子さまたち
の就業体験イベント「聖徳大学楽習（がくしゅう）フェス
タ2013～まつどおしごとデパート～」が松戸店内で開
催されました。
　このイベントは、様々な仕事体験を通じて、お子さま
たちに「働くこと」を身近に感じてもらうとともに、その意
義を伝えるものです。幼稚園児年長から小学生まで、の
べ約1,500人が来場し、学生スタッフの説明のもと、店
内各所に設置されたイベントスペースで職業体験を楽
しみました。
　同店は、「こどもが、まんなか」を合言葉に、親子三代で
ご来店いただける店として、10月2日にリモデルグランド
オープンしました。リモデル後のベビー子供用品フロア
では、子育てガイドブックやパパ手帳の配布など、地域
行政と連携した取り組みを行っています。
　12月17日には、子育て支援などの分野での連携を
さらに充実させるとともに、産官学の連携によりコミュ
ニティづくりや地域社会の発展に寄与するために、聖徳
大学および松戸市との間に連携協定を締結しました。
松戸市役所で行われた締結式では、三越伊勢丹から石
塚会長が参加し「このような産官学の連携は、今後地方
や支店の新たなモデルになっていく。さらに地域社会、
日本の経済に百貨店の役割を果たしていくことに尽力
してまいりたい」と語りました。

産業発展

人材育成・発掘

芸術発展
地域振興
アーカイブズ活用

日本のもの・こと・ひとづくり「JAPAN 
SENSES」、日本の文化・芸術を世界へ紹介
する「NIPPONISTA」

「KISS THE HEART」（→P9）、各種美術展、
展覧会による新人芸術家の紹介
院展、日本伝統工芸展、三越劇場
地域祭礼・文化行事参加
三越伊勢丹ホールディングス史料室

地域の人々と暮らしの応援

神田祭「神幸祭」（三越日本橋本店）

食生活習慣セミナーの様子

聖徳大学および松戸市と、子育て支援などの
強化に向けた連携協定を締結（伊勢丹松戸店）

「Ginza Working+」を開催（三越銀座店）

「ココリア多摩センターで働いてみよう」
（三越多摩センター店）

■ 院展（日本美術院展覧会）

■ 日本伝統工芸展

■ 三越伊勢丹ホールディングス史料室

消防士の仕事を体験 連携協定の締結式

各ショップで就業体験する
子どもたち

　大きな声で声かけする子どもたちを見て、お母さま方
からは、「普段は引っ込み思案なウチの子が、こんなに元
気いっぱいに声を出すなんて、本当にビックリ！」などの
声が寄せられました。
　イベント後の修了書授与式では、親子揃ってとびきり
の笑顔が見られました。

　2013年5月11日、江戸三大祭の一つである神田祭
「神幸祭」が開催されました。江戸時代に三越の前身で
ある「三井越後屋」が群馬県藤岡市の諏訪神社に奉納
した神輿が、約230年ぶりに「里帰り」し、三越日本橋本
店前の中央通りを練り歩きました。
　この神輿は、5月3日から三越日本橋本店新館1階に
展示され、お客さまの注目を集めました。祭の当日は、午
後4時すぎから神輿巡行の「トリ」として登場し、新館前
から威勢のいいかけ声とともに巡行を開始。大勢の見
物客が見守るなか、本館ライオン口前に到着し、担ぎ手
の勇壮なかけ声で本店と
ライオン像に「里帰り」報
告をすると、大きな拍手と
歓声がわき起こりました。

　松山三越は、松山まつりの名物である「野球拳おど
り」に毎年参加しています。2013年度は８月９日に開
催され、衣装・踊りを一新
して少数精鋭で32人が
参加し、祭を盛り上げま
した。

松山まつりへの参加（松山三越）

参加した女性社員たち

主な貢献テーマ
主な文化・芸術支援活動

主な活動

神輿巡行の様子
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　三越銀座店では、2014年4月9日から22日まで、
「はたらく+たのしむ」をテーマに、「Ginza Working+
（ギンザ ワーキングプラス）」を開催しました。
　この取り組みは、「オフィスワーカー」を応援するため
に実施しているもので、11回目を迎えた今回は、「働く＆
育む」をクローズアップし、三越銀座店とNPO法人【仕
事と子育て】カウンセリングセンター、銀座通連合会4
丁目支部会が共催し、その他企業や団体のご協力のも
とに開催しました。
　期間中は、三越銀座店９階「銀座テラス／テラスコー
ト」をメイン会場に、各階お買場（売場）や、銀座の街を

“学びの場”として活用し、
トークショー、セミナー、など
計42のイベントを開催し、
多くの方々にご参加いただ
きました。

　三越多摩センター店で
は、入店するショッピング
モール「ココリア多摩セン
ター」と連携して、近隣小
学校の児童を対象にした
夏休み仕事体験イベント

「ココリア多摩センターで
働いてみよう」を実施しま
した。
　2013年8月17日と
18日の両日で、のべ30
人のお子さまたちが参加
し、ケーキショップやフラ
ワーショップなどで就業
体験に取り組みました。

　当グループは、お客さまのライフスタイルをより豊か
なものにするため、世界中の価値ある文化や芸術をご
紹介しています。
　特に、世界的にも注目される、日本の伝統的な文化・芸
術を守り、後世に受け継いでいくことは、歴史ある百貨
店としての社会的使命であると同時に、自らのアイデン
ティティーを守ることでもあります。こうした認識のもと、
国内各地で様々な文化・芸術活動を支援しています。

　公益財団法人日本美術院は、1898年に岡倉天心
が中心となって設立した美術研究団体です。三越日本
橋本店で、1945年から同院が「日本美術院小品展」を
開催しており、「春の院展」と改称され、現在に至ってい
ます。

　日本の伝統工芸を保護育成するため、1950年に文
化財保護法が施行されました。その趣旨に沿って、
1954年から、三越日本橋本店で、継続的に開催してい
ます。

　史料室では、長く受け継がれてきた、多岐にわたる歴
史的史料を保管しており、学術的にも高く評価されてい
ます。社内外からの様々な問い合わせにも対応し、広く
活用しています。

7つの課題への取り組み

文化・芸術支援

　2013年6月22日・23日の2日間、伊勢丹松戸店と聖
徳大学の主催、松戸市役所の後援による、お子さまたち
の就業体験イベント「聖徳大学楽習（がくしゅう）フェス
タ2013～まつどおしごとデパート～」が松戸店内で開
催されました。
　このイベントは、様々な仕事体験を通じて、お子さま
たちに「働くこと」を身近に感じてもらうとともに、その意
義を伝えるものです。幼稚園児年長から小学生まで、の
べ約1,500人が来場し、学生スタッフの説明のもと、店
内各所に設置されたイベントスペースで職業体験を楽
しみました。
　同店は、「こどもが、まんなか」を合言葉に、親子三代で
ご来店いただける店として、10月2日にリモデルグランド
オープンしました。リモデル後のベビー子供用品フロア
では、子育てガイドブックやパパ手帳の配布など、地域
行政と連携した取り組みを行っています。
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松戸市役所で行われた締結式では、三越伊勢丹から石
塚会長が参加し「このような産官学の連携は、今後地方
や支店の新たなモデルになっていく。さらに地域社会、
日本の経済に百貨店の役割を果たしていくことに尽力
してまいりたい」と語りました。
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7つの課題への取り組み

　当グループでは、スタイリスト（販売員）が活躍できる環
境を整え、顧客接点を通じて、上質なライフスタイルをス
タイリングする優秀な人材の育成に取り組んでいます。
　優秀なスタイリストを認定・表彰する「エバーグリーン」
制度は2011年度に首都圏9店舗でスタート。現在では
グループ全体に拡大し、日々お客さまと接点をもつ、約
65,000人のスタイリストを対象としています。
　選出基準は、（1）豊富な商品知識・高い販売技術・ホ
スピタリティをもち、顧客との強い信頼関係をつくって
いること、（2）現状に満足することなく自らのレベルアッ
プに努め、周囲の仲間にも良い影響を与えていること、

（3）実績（お客さまの人数など）の背景に、周囲に広げて
いきたい質の高い工夫（クリエーション）があること、の
3点です。2014年3月
24日には、グループ各店
各社が選出した61人を

「エバーグリーン2014」
に認定しました。 認定されたエバーグリーン

消費者課題

気持ちよくお買物していただくために 優秀スタイリストの育成

あたらしいソリューション

サプライチェーン

公正な事業慣行

ライフスタイルをトータルに提案する
「ストアアテンドサービス」（伊勢丹新宿本店）

優秀スタイリストを認定する
「エバーグリーン」制度

　 2 0 1 4 年 3 月 、三 越 日 本 橋 本 店 本 館 7 階 に
「Hajimarino cafe（はじまりのカフェ）」がオープンしま
した。カフェを軸にした「遊べる」複合型コンセプトショッ
プで、「PLAY／遊ぶ」「SHIFT／変える」「LEARN／学
ぶ」の3つのキーワードに沿った5つのゾーンで構成さ
れています。
　Hajimarino cafeは、モノだけではなく、「はじめて」
の体験というコトをお客さまに提案する新たなショップ
であり、同店が掲げる「カルチャーリゾート百貨店」の具
現化に向けた取り組みの第一歩です。忙しくても、歳を
重ねても活動的に暮らしたいと考えるお客さまに、食文
化・旅・アウトドア・趣味・モノ作りなど、様々な生活文化
の「はじめて」体験をご提案しています。

暮らしのお悩みに関する相談にも対応料理教室のワークショップ

Hajimarino cafe（はじまりのカフェ）
（三越日本橋本店）

　当グループでは、年配の方や障がいのある方、お子さ
ま連れの方、遠方からお越しの方など、すべてのお客さ
まにより快適に心地よくお買物を楽しんでいただけるよ
う、新しい環境・サービスの開発に取り組んでいます。
　その一環として、伊勢丹新宿本店では、お客さまとと
もに全店を回り、トータルのアイテムをご紹介する「スト
アアテンドサービス」を2009年から導入しています。ア
テンドするストアアテンダントは現在10人おり、全館の
宣伝物やスタイリストから情報を得て、常に新鮮な情報
をもって、お客さまにアドバイスしており、年々新たに
サービスをご利用になるお客さまの数も着実に増えて
います。

お取組先と「三越伊勢丹会」（グループ）

Voice

ストアアテンダントの役目は、会話のなかで、より深くお
客さまとの関係性を築くことで、お客さまのことを知り、
新しい自分を発見していただけるような提案をすること
と心得ています。信頼関係を築き、お客さまが気付かな
かった新しいお客さま自身の魅力を引出すことが、全館
ファッションミュージアムとなった伊勢丹新宿本店でのお
買物の新しい提案ではないかと感じております。

伊勢丹新宿本店
営業運営担当営業運営

（ストアアテンダント）マネージャー
新井 京子さん

（エバーグリーンメンバー）

Voice

お客さま一人ひとりに笑顔で心を込めて、おもてなしする
ことを心がけています。特にお子さま連れのお客さまに
は、私の8歳と2歳の子どものことを話題にするなど、商
品だけでなく親しみのもてる会話を意識し、ゆっくりと満
足してお買物ができるよう努めています。こうした取り組
みが今回評価されたことを、大変嬉しく思っています。

伊勢丹相模原店
リビング2
鈴木 美和さん

（エバーグリーン2014）

Voice

Hajimarino cafeは、お客さまのアクティブな生活を始
めたいという意欲を満たし、何事にもトライできる場で
す。最先端技術のものから自然にかかわるものまで分野
も幅広く、あらゆる年齢層の方に常に新しい提案をして
います。
オープンしてから半年余りになりますが、特にワーク
ショップはリピーターのお客さまが多く、「次は何にチャレ
ンジしよう」と楽しみにされている方も多くいらっしゃい
ます。
今後も、日本橋の発信基地として、お客さま自身もまだ見
つけていないご要望を満足させるような新しいご提案を
続け、お客さまと一緒に店全体を盛り上げるお買場（売
場）にしていきたいと思います。

三越日本橋本店
ソリューション営業部
アクティブ、ウェルエイジング
セールスマネージャー
森 宏昭さん

　2011年８月に発足した「三越伊勢丹会」は、お取組先
（お取引先）とのコミュニケーションを深め、WIN-WIN
の関係を築くことを目的とした組織です。
　2014年１月９日、第三回総会が催され、当社の大西
社長より、「私たちを取り巻く経済状況は徐々に回復傾
向にはあるものの、今後の消費税増税をはじめ懸念材
料は依然として残り、先行きは決して楽観できません。

ともに取り組んでいくパートナーの組織として、この三
越伊勢丹会を本年も引き続き、お引き立てくださいます
ようお願いいたします」と挨拶。続けて、「百貨店のある
べき姿の実現」に向けた「仕入構造改革、販売力の向上」
や、小型店舗事業やWEB事業をはじめとする「展開チャ
ネルの拡大」についての営業方針を説明しました。
　今後も三越伊勢丹グループは、公正な事業活動の遂
行に努め、お取組先との信頼関係に基づくパートナー
シップの実現をめざしていきます。
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7つの課題への取り組み
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ワーク・ライフ・バランス 人材育成

ダイバーシティ／雇用の多様性

ハラスメントの防止

人権

従業員教育の徹底と体制整備
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る環境を整備しています。
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シップを発揮できる自律性の高い人材を正社員に登用
する制度を導入し、さらなる活躍の場を提供しています。

育児・介護制度 キャリア形成

　従業員の多様な個性や価値観を受容・尊重し、一人
ひとりがその適性と能力を最大限に発揮できる風土づ
くりに取り組み、従業員全員で顧客満足のさらなる向上
をめざしています。

　百貨店の最優先業務は「販売サービス」ですが、店頭
では主業務である「接客」以外に、商品提供のための事
前準備として「付帯業務」が発生します。その内容は、ギフ
ト用ラッピングの袋作りや、ギフトパッケージへのリボン
シール貼り、ギフトボックスの組み立て、お直し承り伝票
へのショップスタンプの押印など多岐にわたり、スタイ
リストが、接客の合間を縫ってすべての作業を丁寧に行
うには時間や空間の制約から難しいのが実情です。

付帯業務の作業風景 付帯業務の作業風景

三越伊勢丹ソレイユ

契約社員の登用

　三越伊勢丹では、従業員の多様な働き方や、仕事と
家庭の両立を積極的に支援しています。従業員のライ
フスタイルに合わせた育児・介護支援制度などを構築
し、より働きやすい環境づくりに努めています。
　育児・介護にかかわる様々な制度は、正社員だけでな
く、月給制契約社員（メイト社員）も対象としています。
特に育児関連制度については多くの従業員が利用して
おり、「産前・産後休暇」「育児休業制度」を取得した従業
員の出産後の復職率は9割を超えています。また、
2014年4月現在、（株）三越伊勢丹全体で約450人が

「育児勤務制度」を利用し、仕事と家庭の両立を図って
います。
　2014年度からは、人事部内に「育児関連制度相談窓
口」を設置しているほか、月10日まで一時的にフルタイ
ム勤務が可能となる「育児勤務の一時的勤務時間延長
制度」を導入しています。

Voice

私は2000年に新卒メイト社員（月給制契約社員）として
当時の伊勢丹に入社。2009年に正社員として登用され、
そして2013年に昇格試験に挑み、メイト社員からの正社
員転換者として初めて、マネージャー職に昇格しました。
自分に与えられた仕事が評価され、会社が適材適所に配
置してくれているからこその結果であると思います。これ
からも、多くのメイト社員の後輩がマネージャー職をめざ
す目標をもってくれたらと期待しています。

伊勢丹新宿本店
紳士・スポーツ営業部
オーセンティックカジュアル、ゴルフ兼
イセタンスポーツゲート
セールスマネージャー
渡辺 泰介さん

Voice

「障がい者を雇用しなければならない」という義務感から
の視点だけではなく、彼らの能力を活用し、最適人材を配
置するワークシェアリングを実現することが、障がい者雇
用や企業利益を向上させ、お客さま満足の最大化に結び
つきます。障がいのある人を企業人として育てる環境を
整え、そこで働く人たちが喜びを感じ、その成長が事業に
貢献できる仕組みを構築することは、どこにも負荷がか
からず、企業を取り巻くすべてのステークホルダーに利益
と幸福感をもたらす取り組みだと考えています。

（株）三越伊勢丹ソレイユ
代表取締役社長
四王天 正邦さん

※2014年3月末日現在の三越伊勢丹グループの障がい者雇用率は
2.13％です。

※同社は三越と伊勢丹の統合に伴い、2011年３月に（株）三越伊勢丹ソレ
イユとなりました。

そこで、高度な作業能力をもつ知的障がい者が主体と
なって、これらの業務を専門的に担う特例子会社（株）
伊勢丹ソレイユ※を2004年に設立しました。
　10年が経過した現在は60人以上の重度障がい者が
在籍し、障がい者自身の高い業務遂行能力とマッチし
て、スタイリストの接客時間を拡大するのに大きく寄与。
三越伊勢丹の「販売サービス」向上の一翼を担う重要な
存在に成長しています。

　職場の環境整備と生産性向上のための重要な課
題の一つとして「ハラスメントの防止」に取り組んでい
ます。
　グループ各社で働くすべての従業員に対してハラス
メントについて記載した冊子「ストップ・ハラスメント」を

配布しているほか、各種社内研修時にハラスメント防止
カリキュラムを実施し、「しない・させない・みすごさない」
をスローガンにハラスメント防止の徹底を図っています。
特に管理職・マネージャー職に対してはEラーニングを
実施し、指導とパワー・ハラスメントの違いや、ハラス
メントとメンタルヘルス不全との関係など、管理者に求
められる知識を習得させ、マネジメント上の問題につい
てサポートしています。

　　  制度名
産前・産後休暇
子の看護のための
休暇

育児休業制度

育児勤務制度

家族の介護の
ための休暇
介護休業制度
介護勤務制度
再雇用制度

主な育児・介護支援制度
内容

産前8週間・産後8週間の取得が可能
小学校就学に達するまでの子の看護に対
して、子が1人であれば年間5日、2人以上
であれば年間10日の利用が可能
子が満4歳に達するまで利用が可能（最
長、1子につき3年に達する月の末日まで）
子が小学校3年生の3月31日まで利用可
能（在籍期間中の育児勤務と育児休業の
合計は最長10年。超えた場合は、子が小
学校就学前までは延長可能） 
※2014年度より、「育児勤務の一時的勤務時間
延長制度」を導入（月10日まで、一時的にフルタ
イム勤務が可能）

対象家族1人につき年間5日、2人以上で
あれば年間10日の利用が可能
1対象家族につき、最長1年利用が可能
1対象家族につき、最長1年利用が可能
結婚、出産、育児、介護または配偶者の転
勤を理由に退職した場合、退職後8年以内
であれば優先的に再雇用する制度

※2013年度制度利用者数：のべ923人
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7つの課題への取り組み
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ワーク・ライフ・バランス 人材育成

ダイバーシティ／雇用の多様性
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くりに取り組み、従業員全員で顧客満足のさらなる向上
をめざしています。
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シール貼り、ギフトボックスの組み立て、お直し承り伝票
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伊勢丹ソレイユ※を2004年に設立しました。
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ます。
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　　  制度名
産前・産後休暇
子の看護のための
休暇
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育児勤務制度

家族の介護の
ための休暇
介護休業制度
介護勤務制度
再雇用制度
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内容
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※2013年度制度利用者数：のべ923人
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7つの課題への取り組み

環境

環境に配慮した商品・サービス 環境コミュニケーション

生物多様性保全

省エネルギー

省資源
　2014年5月12日～27日まで、伊勢丹新宿本店・三
越日本橋本店・三越銀座店の3店舗で「グローバル・グ
リーン キャンペーン」を開催しました。
　このキャンペーンは、人と人との絆・自然との共生を
コンセプトに、平和でサスティナブルな地球を志向する
お客さまとともに、「豊かな未来」の実現を夢として描き
ながら取り組むキャンペーンです。 
　今回のテーマは「CHANGE OF VIEW 視点を変え
て見てみること」。新しい商品・サービスの提案を通じ
て、モノを購入するという普段の行動のなかでできる社
会貢献・環境貢献のかたちを紹介しました。

　2014年3月29日・30日、伊勢丹松戸店で、「春休み、
親子で楽しむ環境イベント」を開催しました。三越伊勢
丹の環境分野の社会貢献活動について発信するととも
に、親子で環境について楽しく学べるお客さま参加型
の5つの「エコワークショップ」を実施しました。

　会場では、毎年グループ各店で実施しているクリス
マスチャリティキャンペーンや、東日本復興支援活動「瓦
礫を活かす森の長城プロジェクト」、省エネや廃棄物対
策をご紹介しました。

　開催中実施したアンケートでは、活動に対して様々な
ご意見・ご感想をいただきました。
　このイベントは、お客さまに当グループの社会貢献活
動を伝えるコミュニケーションの場の一つとして、今後
も継続して取り組んでいきます。

環境イベントでのパネル展示

「グローバル・グリーン キャンペーン」の開催
（基幹3店舗）

「スマートラッピング」の推進と
「エコバッグ」の販売（グループ）

「春休み、親子で楽しむ環境イベント」を開催
（伊勢丹松戸店）

チェルシーガーデンアイ・ガーデン

「都市のオアシス」認定
（伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店）

リメイクアートを施した
「シオメン ファラー」
本館3階ウエストパークでは、10
年間画家として活動してきたデ
ザイナーが、トランク、トートバッ
グなどにリメイクアートを施した

「シオメン ファラー」の商品を販売
しました。（伊勢丹新宿本店）

伝統技法「雪花絞」で作られた
ゆかた
本館４階きものサロンでは、愛知
県有松地方の伝統技法「雪花絞」
で作られたゆかたを紹介しまし
た。（三越日本橋本店）

イベントで実施した
エコワークショップの一例

「牛乳パックでオリジナルカードを作ろう」
（協力：全国牛乳パックの再利用を考え
る連絡会・全国牛乳容器環境協議会）
牛乳パックのリサイクルの大切さを考
えながら、紙すきを体験し、オリジナル
カードを作りました。

デッドストックを再編集した
「グリーン アンド コー リミテッド」
1階婦人雑貨では、デッドストック
を再編集した、1点1点表情の異な
るバッグ「グリーン アンド コー リ
ミテッド」のバッグを販売しました。

（三越銀座店）

　公益財団法人 都市緑化機構では、猛暑によるヒート
アイランド現象などで悪化する都市環境を改善し、人々
にとって安らぎと憩いの貴重な環境となっている緑地
の重要性を理解してもらうために、2013年度より民間
事業者が整備・管理する優良な緑地空間を「都市のオア
シス」として認定しており、2013年9月、伊勢丹新宿本
店屋上の「アイ･ガーデン」と三越日本橋本店屋上の

「チェルシーガーデン」が選ばれました。

　当グループでは、すべての事業活動を通じて省エネ、
省資源などの環境配慮を実現することで持続可能な社
会の形成に貢献していくことが使命であると考えていま
す。また、こうした不変の考え方に基づく施策の一貫性・
継続性を大切にしていきたいと考えています。
　2013年度は、約11億円を投資して4万7千台余りの
LED照明を設置し、全国で約860万kWh(2013年度
使用量の約2.1%に相当)の電力使用量を削減しまし

た。当グループでは、店頭のハロゲン球・放電管の早期
LED化をめざしており、LED化の対象のうち残り台数は
4万台余り、LED化率は84.1％となりました。
　当グループ26店舗（周辺建物、物流センターなどを
含む）の2010年度以降の年度別電力使用量（総量）は、
下表のとおりです。

　当グループ各店では、包装材削減のために、お客さま
にご用途にあった包装をお選びいただく「スマートラッ
ピング」を推進しています。簡易包装やご自宅使いの
ノー包装、手付袋のおまとめなどへのご協力を店内放
送やポスターなどを用いてお客さまへ協力をお願いし
ています。
　さらに、各店舗では、オリジナルのエコバッグを販売
し、お客さまにご利用いただいています。
　主に6月の「環境月間」、10月の「環境にやさしい買い
物キャンペーン」の期間中は、「マイバッグ促進強化月
間」として、店内放送やお声かけによる普及に取り組ん
でいます。また、エコ
バッグの売上の一部
を、各自治体などへ寄
付をし、環境保全活動
のために役立ててい
ます。

2010年度
2011年度
2012年度
2013年度

電力使用量
（百万kWh/年）

469.7
447.1
417.5
408.0

前年比
（％）

－
95.2
93.4
97.7

2010年比
（％）

－
95.2
88.9
86.9

削減量
（百万kWh/年）

－
▲22.6
▲29.6
▲9.5

三越伊勢丹グループ26店舗（周辺建物、物流センターなどを含む）の電力使用量（総量）

日本百貨店協会の統一ポスター
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7つの課題への取り組み
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環境に配慮した商品・サービス 環境コミュニケーション

生物多様性保全

省エネルギー

省資源
　2014年5月12日～27日まで、伊勢丹新宿本店・三
越日本橋本店・三越銀座店の3店舗で「グローバル・グ
リーン キャンペーン」を開催しました。
　このキャンペーンは、人と人との絆・自然との共生を
コンセプトに、平和でサスティナブルな地球を志向する
お客さまとともに、「豊かな未来」の実現を夢として描き
ながら取り組むキャンペーンです。 
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に、親子で環境について楽しく学べるお客さま参加型
の5つの「エコワークショップ」を実施しました。
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策をご紹介しました。

　開催中実施したアンケートでは、活動に対して様々な
ご意見・ご感想をいただきました。
　このイベントは、お客さまに当グループの社会貢献活
動を伝えるコミュニケーションの場の一つとして、今後
も継続して取り組んでいきます。

環境イベントでのパネル展示

「グローバル・グリーン キャンペーン」の開催
（基幹3店舗）
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「エコバッグ」の販売（グループ）

「春休み、親子で楽しむ環境イベント」を開催
（伊勢丹松戸店）

チェルシーガーデンアイ・ガーデン

「都市のオアシス」認定
（伊勢丹新宿本店・三越日本橋本店）

リメイクアートを施した
「シオメン ファラー」
本館3階ウエストパークでは、10
年間画家として活動してきたデ
ザイナーが、トランク、トートバッ
グなどにリメイクアートを施した

「シオメン ファラー」の商品を販売
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伝統技法「雪花絞」で作られた
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本館４階きものサロンでは、愛知
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で作られたゆかたを紹介しまし
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「牛乳パックでオリジナルカードを作ろう」
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1階婦人雑貨では、デッドストック
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ミテッド」のバッグを販売しました。
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「チェルシーガーデン」が選ばれました。

　当グループでは、すべての事業活動を通じて省エネ、
省資源などの環境配慮を実現することで持続可能な社
会の形成に貢献していくことが使命であると考えていま
す。また、こうした不変の考え方に基づく施策の一貫性・
継続性を大切にしていきたいと考えています。
　2013年度は、約11億円を投資して4万7千台余りの
LED照明を設置し、全国で約860万kWh(2013年度
使用量の約2.1%に相当)の電力使用量を削減しまし

た。当グループでは、店頭のハロゲン球・放電管の早期
LED化をめざしており、LED化の対象のうち残り台数は
4万台余り、LED化率は84.1％となりました。
　当グループ26店舗（周辺建物、物流センターなどを
含む）の2010年度以降の年度別電力使用量（総量）は、
下表のとおりです。

　当グループ各店では、包装材削減のために、お客さま
にご用途にあった包装をお選びいただく「スマートラッ
ピング」を推進しています。簡易包装やご自宅使いの
ノー包装、手付袋のおまとめなどへのご協力を店内放
送やポスターなどを用いてお客さまへ協力をお願いし
ています。
　さらに、各店舗では、オリジナルのエコバッグを販売
し、お客さまにご利用いただいています。
　主に6月の「環境月間」、10月の「環境にやさしい買い
物キャンペーン」の期間中は、「マイバッグ促進強化月
間」として、店内放送やお声かけによる普及に取り組ん
でいます。また、エコ
バッグの売上の一部
を、各自治体などへ寄
付をし、環境保全活動
のために役立ててい
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に、親子で環境について楽しく学べるお客さま参加型
の5つの「エコワークショップ」を実施しました。

　会場では、毎年グループ各店で実施しているクリス
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策をご紹介しました。

　開催中実施したアンケートでは、活動に対して様々な
ご意見・ご感想をいただきました。
　このイベントは、お客さまに当グループの社会貢献活
動を伝えるコミュニケーションの場の一つとして、今後
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年間画家として活動してきたデ
ザイナーが、トランク、トートバッ
グなどにリメイクアートを施した
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牛乳パックのリサイクルの大切さを考
えながら、紙すきを体験し、オリジナル
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1階婦人雑貨では、デッドストック
を再編集した、1点1点表情の異な
るバッグ「グリーン アンド コー リ
ミテッド」のバッグを販売しました。
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　公益財団法人 都市緑化機構では、猛暑によるヒート
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「チェルシーガーデン」が選ばれました。

　当グループでは、すべての事業活動を通じて省エネ、
省資源などの環境配慮を実現することで持続可能な社
会の形成に貢献していくことが使命であると考えていま
す。また、こうした不変の考え方に基づく施策の一貫性・
継続性を大切にしていきたいと考えています。
　2013年度は、約11億円を投資して4万7千台余りの
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た。当グループでは、店頭のハロゲン球・放電管の早期
LED化をめざしており、LED化の対象のうち残り台数は
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　当グループ各店では、包装材削減のために、お客さま
にご用途にあった包装をお選びいただく「スマートラッ
ピング」を推進しています。簡易包装やご自宅使いの
ノー包装、手付袋のおまとめなどへのご協力を店内放
送やポスターなどを用いてお客さまへ協力をお願いし
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し、お客さまにご利用いただいています。
　主に6月の「環境月間」、10月の「環境にやさしい買い
物キャンペーン」の期間中は、「マイバッグ促進強化月
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でいます。また、エコ
バッグの売上の一部
を、各自治体などへ寄
付をし、環境保全活動
のために役立ててい
ます。

2010年度
2011年度
2012年度
2013年度

電力使用量
（百万kWh/年）

469.7
447.1
417.5
408.0

前年比
（％）

－
95.2
93.4
97.7

2010年比
（％）

－
95.2
88.9
86.9

削減量
（百万kWh/年）

－
▲22.6
▲29.6
▲9.5

三越伊勢丹グループ26店舗（周辺建物、物流センターなどを含む）の電力使用量（総量）

日本百貨店協会の統一ポスター
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7つの課題への取り組み

組織統治

エンゲージメント

コーポレート・ガバナンスに関する
基本的な考え方

リスクマネジメントに関する
基本的な考え方

コンプライアンスに関する考え方

　2014年1月下旬、三越メールマガジン会員・伊勢丹WEB会員の皆さまを対象に、WEBアンケートを実施しました。
20,610人の方からご回答をいただき、質問へのご回答のほか、約9,350件ものご意見を頂戴しました。ご協力くださっ
たお客さまには、誠にありがたく、御礼申し上げます。頂戴した貴重なご意見は今後のCSR活動に生かしていきたいと存
じます。また、今後もステークホルダーの皆さまのご意見を伺う機会を設けて、三越伊勢丹グループのCSR活動について
ご理解が深まるよう、取り組んでいきますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。
　なお、アンケートの集計結果は次のとおりです。

　三越伊勢丹グループのCSR活動についての認知度
は、約4人におひとりであることがわかりました。より、広
報すべきとのご意見も多数いただきました。また、三越
伊勢丹グループのCSR活動をご紹介したうえで、再度
同じ質問を伺うと、三越伊勢丹グループのCSR活動に
ついて共感していただいているお客さまが多いことが
わかりました。

　「被災地支援」「環境に対する取り組み」が、お客さまの
関心の高い分野であることがわかりました。また、「文化
貢献」「国内の支援を必要とする方へのサポート」「国内
の産業育成」に対する社会貢献分野にも、注目度が高い
ことが確認できました。

30代未満： 11.1%

30代： 14.9%

40代： 17.4%

50代： 17.7%

60代以上： 38.8%

男性：36.6％

女性：63.4%

1、アンケートにお答えいただいた方の属性
性別 年齢 地域

北海道： 1.9%
東北地方： 2.7%
関東地方： 73.4%
中部地方： 8.7%
近畿地方： 7.0%
中国地方： 1.6%
四国地方： 1.5%
九州地方： 3.0%

 
 
 
  
  
  

2、アンケート回答結果
Q 三越伊勢丹グループのCSR活動について、あなたの

お考えにもっとも近いものをお選びください。

当初ご回答 活動をご紹介した後のご回答

Ｑ あなたの関心の高い社会貢献活動とは具体的に
どのような活動でしょう。

　三越伊勢丹グループは、世界随一の小売サービス業
グループの実現をグループビジョンに掲げ、お客さま・
従業員・株主さま・お取組先・地域社会をはじめとするス
テークホルダーの皆さまに信頼される企業グループを
めざしています。
　当グループの企業統治体制は2008年の会社設立
以来、監査役設置会社の形態を採用し、下図のとおり監
督機能と執行機能の分離を行うことで経営基盤の透明
性を高め意思決定を迅速化し、健全で透明性の高い経
営活動を推進することにより企業価値の最大化を図っ
ています。

　当グループでは、業務の健全性および適正性を確保・
維持することを目的として「リスクマネジメント基本規

程」を定め、平時のリスク管理および緊急時の危機管理
について諸施策を講じています。
　また、当社を取り巻くリスクを可視化し、発生時の影
響を最大限軽減するための対策を強化すべく、毎年リス
クの影響度・発生頻度を分析した「リスクマップ」を作成
し、環境の変化に応じたターゲットリスクを決定・可視化
することにより、リスクマネジメントを推進しています。

　役員および従業員の行動規範として「三越伊勢丹グ
ループ企業理念」を制定し、全社に浸透を図るとともに
コンプライアンス体制の維持向上に取り組み、社会的
信頼の確保に努めています。
　独立した部門としてリスクマネジメント室に内部監査
部門を設置し、業務遂行の適法性・妥当性を監査する体
制を整備しています。

企業統治の体制

子ども～若者の教育支援（奨学金・活動支援）

世界の貧困地域に対する教育支援（学校建設・通学支援）

文化財保護

次世代アーティストの発掘・育成

新しい芸術活動への支援・場の提供

障がい者スポーツ支援

スポーツ振興（選手育成・スポーツの魅力普及）

女性の未病対策などの支援

国内 難病の子どもたちの支援（小児ホスピス）

日本の食糧自給率向上支援

食育

世界の貧困地域に対する医療支援

森林保全・回復支援

ＣＯ２削減に向けた環境保全活動

野生動物保護（生物多様性の保全）

環境配慮商品の展開や商品のリサイクル・リユース

国内被災地支援
（義捐金・専門医療チーム派遣支援・ボランティア参加）

世界の被災地支援

地域文化の保存、街づくり支援、地域イベントへの参画

高齢者の過ごしやすい環境・サービスの提供
（ホームホスピス援助）

長寿健康支援

働く女性に対する子育て支援（保育所・サービスなど）

国内 めぐまれない子どもの支援

障がい者支援（地域生活サポート・自立支援）

海外からの来訪者に向けたおもてなし活動

海外 食糧難の子どもたちの支援
ボランティア

（社員のボランティア参加・一般ボランティア支援）
日本国内地域産業・産地の発展に向けた貢献

途上国のものづくり支援（フェアトレード）
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15.3

16.7

34.2

16.5

12.2
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25.1

43.1
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22.3

24.2

51.6

24.7

38.2

22.4

33.3

■ あてはまる　　■ あてはまらない

わからない 
3.2％

共感できない 0.3％

あまり共感できない
2.0％

共感できる
50.8％

やや
共感できる
43.7％CSR活動に

ついては知らない
71.3％

知ってはいるが
共感はしていない
3.1％

知っていて
共感している
25.6％

業務本部 関連事業本部 経営戦略本部 営業本部

代表取締役会長執行役員

経営戦略会議

代表取締役社長執行役員

各委員会

監査役会
（監査役）

業務執行機構

取締役会

株主総会

社内2名
社外3名

社内6名
社外3名

社内2名
社外2名

リスクマネジメント室

指名報酬委員会

経営監督機構
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リスクマネジメントに関する
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コンプライアンスに関する考え方
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わかりました。

　「被災地支援」「環境に対する取り組み」が、お客さまの
関心の高い分野であることがわかりました。また、「文化
貢献」「国内の支援を必要とする方へのサポート」「国内
の産業育成」に対する社会貢献分野にも、注目度が高い
ことが確認できました。

30代未満： 11.1%

30代： 14.9%

40代： 17.4%

50代： 17.7%

60代以上： 38.8%

男性：36.6％

女性：63.4%

1、アンケートにお答えいただいた方の属性
性別 年齢 地域

北海道： 1.9%
東北地方： 2.7%
関東地方： 73.4%
中部地方： 8.7%
近畿地方： 7.0%
中国地方： 1.6%
四国地方： 1.5%
九州地方： 3.0%

 
 
 
  
  
  

2、アンケート回答結果
Q 三越伊勢丹グループのCSR活動について、あなたの

お考えにもっとも近いものをお選びください。

当初ご回答 活動をご紹介した後のご回答

Ｑ あなたの関心の高い社会貢献活動とは具体的に
どのような活動でしょう。

　三越伊勢丹グループは、世界随一の小売サービス業
グループの実現をグループビジョンに掲げ、お客さま・
従業員・株主さま・お取組先・地域社会をはじめとするス
テークホルダーの皆さまに信頼される企業グループを
めざしています。
　当グループの企業統治体制は2008年の会社設立
以来、監査役設置会社の形態を採用し、下図のとおり監
督機能と執行機能の分離を行うことで経営基盤の透明
性を高め意思決定を迅速化し、健全で透明性の高い経
営活動を推進することにより企業価値の最大化を図っ
ています。

　当グループでは、業務の健全性および適正性を確保・
維持することを目的として「リスクマネジメント基本規

程」を定め、平時のリスク管理および緊急時の危機管理
について諸施策を講じています。
　また、当社を取り巻くリスクを可視化し、発生時の影
響を最大限軽減するための対策を強化すべく、毎年リス
クの影響度・発生頻度を分析した「リスクマップ」を作成
し、環境の変化に応じたターゲットリスクを決定・可視化
することにより、リスクマネジメントを推進しています。

　役員および従業員の行動規範として「三越伊勢丹グ
ループ企業理念」を制定し、全社に浸透を図るとともに
コンプライアンス体制の維持向上に取り組み、社会的
信頼の確保に努めています。
　独立した部門としてリスクマネジメント室に内部監査
部門を設置し、業務遂行の適法性・妥当性を監査する体
制を整備しています。

企業統治の体制

子ども～若者の教育支援（奨学金・活動支援）

世界の貧困地域に対する教育支援（学校建設・通学支援）

文化財保護

次世代アーティストの発掘・育成

新しい芸術活動への支援・場の提供

障がい者スポーツ支援

スポーツ振興（選手育成・スポーツの魅力普及）

女性の未病対策などの支援

国内 難病の子どもたちの支援（小児ホスピス）

日本の食糧自給率向上支援

食育

世界の貧困地域に対する医療支援

森林保全・回復支援

ＣＯ２削減に向けた環境保全活動

野生動物保護（生物多様性の保全）

環境配慮商品の展開や商品のリサイクル・リユース

国内被災地支援
（義捐金・専門医療チーム派遣支援・ボランティア参加）

世界の被災地支援

地域文化の保存、街づくり支援、地域イベントへの参画

高齢者の過ごしやすい環境・サービスの提供
（ホームホスピス援助）

長寿健康支援

働く女性に対する子育て支援（保育所・サービスなど）

国内 めぐまれない子どもの支援

障がい者支援（地域生活サポート・自立支援）

海外からの来訪者に向けたおもてなし活動

海外 食糧難の子どもたちの支援
ボランティア

（社員のボランティア参加・一般ボランティア支援）
日本国内地域産業・産地の発展に向けた貢献

途上国のものづくり支援（フェアトレード）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

71.4

71.1

79.4

48.2

53.4

58.6

50.5

57.9

77.2

75.5

75.1

73.2

84.7

83.3

65.8

83.5

87.8

71.4

69.4

74.9

56.9

74.3

77.7

75.8

48.4

75.3

61.8

77.6

66.7

28.6

28.9

20.6

51.8

46.6

41.4

49.5

42.1

22.8

24.5

24.9

26.8

15.3

16.7

34.2

16.5

12.2

28.6

30.6

25.1

43.1

25.7

22.3

24.2

51.6

24.7

38.2

22.4

33.3

■ あてはまる　　■ あてはまらない

わからない 
3.2％

共感できない 0.3％

あまり共感できない
2.0％

共感できる
50.8％

やや
共感できる
43.7％CSR活動に

ついては知らない
71.3％

知ってはいるが
共感はしていない
3.1％

知っていて
共感している
25.6％

業務本部 関連事業本部 経営戦略本部 営業本部

代表取締役会長執行役員

経営戦略会議

代表取締役社長執行役員

各委員会

監査役会
（監査役）

業務執行機構

取締役会

株主総会

社内2名
社外3名

社内6名
社外3名

社内2名
社外2名

リスクマネジメント室

指名報酬委員会

経営監督機構
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